
使
い
方
と
事
例

本ツールは、「多くの人にわかりやすい」という観点から文章内の「わかりにくい文」を推定し可視化する。文章
推敲といった内省作業時に本ツールを活⽤することで、著者⾃⾝では発⾒が難しい文章内の問題となりそうな
箇所を客観的に知ることができる。
本ツールで計算する「わかりにくさ」は、その文をわかりにくいと思う読み手の割合を目的変数、テキストの特徴

量を説明変数として、重回帰分析により明らかにしたものである（⼤崎,2021b）。また、目的変数について
は、多文化共生社会における専門文書の課題を明らかにするために、外国人と日本人の両者を調査対象と
した「システム仕様書の中の日本語のわかにくさに関する調査」（⼤崎,2021a）を利⽤した。

ライティングの⾃律学習を⽀援するWebツール
「わかりにくさ計算機」の公開について

⼤崎 健一
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事例１ 指導員経験あり（発表者、修⼠論文）

参考文献 ⼤崎健一（2021a）「わかりやすい日本語に関する定量分析」李在鎬編『データ科学×日本語教育』第13章、ひつじ書房、246-267
⼤崎健一（2021b）「専門文書内のわかりにくい文の推定―多文化共生社会に向けたライティング支援のための考察―」『計量国語学会第六⼗五回⼤会予稿集』1-6
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・わかりにくさ係数の推定には、線形回帰を利⽤したが本来ロジスティック回帰を利⽤することが望ましい。
・一般化した議論をするためにはより広い範囲での調査が必要となる。

文章作成技術の向上には、文書作成時の推敲といった内省による⾃律学習が⽋かせない。しかし、文章の
問題箇所を著者⾃⾝で発⾒し特定するという作業は意外と難しい。
授業「学術的文章の作成」では、指導員により問題箇所が特定され、適切なコメントが付与される。結果、

著者が気が付かないフィードバックが得られることで、著者の気づきと成⻑を支援する。一方で、文章作成技
術は授業内の活動だけで⾝に付くものではなく、授業外での⾃律学習も⽋かせない。
本発表では、この⾃律学習の支援ツールとして「わかりにくさ計算機」を報告する。

わかりにくさ係数 ＝ 0.0030933 + 一文の文字数 × 0.0028964
＋ 6文字以上連続する漢字の頻度 × 0.0753041 
＋ 10文字以上連続するカタナカの頻度 × 0.2166971

①判定したい文章を⼊⼒

②計算するボタン
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③判定結果がでる

https://oosakiken1.github.io/wakariyasuinihongo/calculation.htmlhttps://oosakiken1.github.io/wakariyasuinihongo/calculation.html

わかりにくさ係数(n = 29, M = 0.153, SD = 0.102)わかりにくさ係数(n = 29, M = 0.153, SD = 0.102)
事例２ 指導員経験なし（協⼒者Aさん、修⼠論文）

わかりにくさ係数(n = 16, M = 0.334, SD = 0.153)わかりにくさ係数(n = 16, M = 0.334, SD = 0.153)


